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入院者訪問支援事業｜概要

2



徳島県における事業の進捗状況について｜訪問支援員養成研修

対面演習 　（受講者：３０名）
　日時：令和7年3月20日（木）
　場所：アスティとくしま

〇講師
　国立精神・神経医療研究センター
　精神保健研究所
　特任研究員　名雪　和美　様

　PwCコンサルティング合同会社
　マネージャー　吉野　智　様

〇シンポジスト
　一般社団法人　徳島県精神科病院協会
　会長　櫻木　章司　様

　社会医療法人　あいざと会
　地域活動支援センターことじ
　ピアサポーター　石本　典子　様

〇ファシリテーター
　徳島県精神保健福祉士協会　6名 3



徳島県における事業の進捗状況について｜先行事例実施
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徳島県における事業の進捗状況について｜今後のスケジュール

令和7年度 令和8年度 令和9年度以降

会議

訪問支援員

面会交流

周知・
協力依頼

推進会議
(R8.3.18)

実施方針の確定

随時、関係機関へ周知および協力依頼

実務者会議 推進会議

先行事例 本格実施

説明会
(4月頃)

養成研修
(夏頃)

フォローアップ研
修(時期未定)

実務者会議

推進会議
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ＤＰＡＴ体制について 

令和7年度 徳島県精神保健福祉審議会
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ＤＰＡＴ体制について｜R7年度当初（徳島県）

■ＤＰＡＴ統括者：４名
　徳島県立中央病院２名、精神保健福祉センター２名

■日本ＤＰＡＴ：３チーム（１６名）
　徳島県立中央病院
　（職種）医師２名、看護師６名、業務調整員２名
　徳島大学病院
　（職種）医師１名、看護師１名、業務調整員１名
　TAOKAこころの医療センター
　（職種）医師１名、看護師１名、業務調整員１名

■徳島ＤＰＡＴ（ローカルＤＰＡＴ）：１８チーム（９９名）
　徳島大学病院、民間１６病院、精神保健福祉センター
　（職種）医師２０名、看護師３２名、業務調整員４７名
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ＤＰＡＴ体制について｜R7年度当初（全都道府県）
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ＤＰＡＴ体制について｜R7年度末時点

■日本ＤＰＡＴ：３チーム（１６名） → ４チーム（１９名）

　徳島県立中央病院

　（職種）医師２名、看護師６名、業務調整員２名

　徳島大学病院

　（職種）医師１名、看護師１名、業務調整員１名

　TAOKAこころの医療センター

　（職種）医師１名、看護師１名、業務調整員１名

　むつみホスピタル

　（職種）医師１名、看護師１名、業務調整員１名
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ＤＰＡＴ体制について｜運営委員会の開催、マニュアル整備

■令和8年2月3日（火）ＤＰＡＴ運営委員会

　議題

　（１）徳島DPAT運営要綱の一部改正について

　（２）徳島DPAT活動マニュアルの作成について

　（３）その他

5



ＤＰＡＴ体制について｜令和８年度大規模地震時医療活動訓練について

（１）実施日：
　　　令和８年11月27日 (金)・28日 (土)

（２）訓練想定：
　　　南海トラフ地震により、静岡県・愛知県・三重県・和歌山県・徳島県・高知県・宮崎県の７県に甚大な被害が発生

（３）参考：令和７年度 (実施日：令和7年９月5日 (金)・６日(土) ) ＤＰＡＴ関係者ロードマップ
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